
綿
増
丁
闘
門
鵡
。
山
ハ
厩
耀
一
隊
F
灘
即
鵡
柵
搬
郷
翫
胴
擬
徽
罪
勲
脚
黛
㌔
繍
嬢
瑚
鰯
堺
鳶
鵬
腱
訓

、
紳
一
十
献
聯
総
簿
十
瓢
臓
躍
翻
（
秘
縛
一
溺
灘
衿
）

研第三十五巻　 第入
　　　　　第四百六號
　　　昭和ご．十七年三月二十日薮行

波
多
野
精
一
警
士
追
悼
號

波
多
野
宗
敏
哲
盤
・
の
立
揚
：
：
・
．
・
：
：
：
：
・
片

　
一
睡
密
稿
「
波
多
野
寒
半
半
難
」
第
一
章
－

波
多
野
宗
敏
哲
墨
と
ζ
ラ
ィ
エ
〃
…
：
：
蚕

マ
ッ
ヘ
ル

出
正
薗

濁
興
助

ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
に
於
け
る
騨
と
智
慧
…
・
…
・
有
賀
麟
太
郎

波
多
野
糟
二
浦
一
士
の
入
と
學
問
　
　
（
石
原
　
謙
・
山
谷
省
箸
．

　
　
　
　
　
　
爾
谷
啓
治
・
田
中
美
知
太
郎
・
松
村
克
己
）

内

部
會

畢
學

文
學
哲

大
都

都
京

京



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
倉
…
は
慨
撒
曲
畿
に
お
け
る
折
日
糧
γ
の
榊
僻
紺
％
と
そ
の
蹴
“
及
を
糊
門
る

　
こ
と
を
5
1
的
と
す
る

一
、
右
の
日
口
的
の
た
め
に
次
の
事
塁
小
を
”
膏
ふ

8
侮
月
一
隅
研
究
禽
を
開
く

。⇒

~
年
公
開
講
演
宙
を
開
く

日
　
繰
月
一
閥
「
哲
學
研
究
」
を
褒
行
ず
る

一
、
本
介
提
の
蹴
㍗
鰻
索
を
瀧
押
膏
ふ
，
る
た
め
に
乗
賀
昌
呂
北
鵡
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
聯
大
學
哲
蹴
晦
躍
薮
宕
…
及
び
委
員
奇
儲
に
お
い
て
推
驚
㎜

し
た
者
に
委
囑
す
る

囲
、
本
禽
は
曾
貴
組
織
と
し
、
倉
員
に
は
費
格
の
舗
限
を
設
け

な
い
、
學
絞
・
瞬
艶
ぬ
鮪
・
興
他
の
瀬
一
撫
は
囲
彊
の
名
を
以
て
入

鼓
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
禽
員
は
出
費
と
し
て
年
八
○
○
圓
、
梁
は
牟
年
四
〇
〇
闘

を
潮
勅
す
る

一
、
奮
目
呂
以
は
命
“
激
勘
の
割
配
布
を
訊
ス
け
、
脅
縫
軸
階
に
豫
告
ふ
3
る
諸
杯
狸
の

行
購
に
繊
席
す
る
こ
と
が
で
逡
る

一
、
本
嘗
は
欝
務
所
を
京
都
大
學
丈
學
郡
的
に
お
く

一
、
本
禽
規
約
の
改
聾
縫
更
は
委
員
禽
の
決
議
に
よ
る

京
都
暫
學
會
役
員

委
員

井山矢三松野学長田武高笹島下重上臼有

内田尾贈瀧中内田原程玉絹、賀
島物∴一菱…太㌔俊照二樂

勉立郎勉海夫治人郎範郎郊夫吉郎夫禽郎



波多野精一博士
　（1877－1950）



的
な
欝
を
携
げ
よ
う
。

　
無
理
の
澄
み
渡
る
光
の
中
に
鮮
か
な
る
輪
廓
を
現
は
し
つ
つ
聾
え
立
つ
こ
の
生
の
最
高
峰
の
姿
を
、
黒
め
ら
れ
た
る
人
開
性
の

　
眼
の
及
ぶ
限
り
を
も
っ
て
仰
ぎ
見
る
、
一
こ
れ
が
｛
示
敏
哲
學
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

唯一翻介

　
原
　
　
謙

山
谷
消
口

濱
　
　
興
助

桐
谷
啓
治

窮
賀
餓
太
郎

油
単
美
知
太
郷

片
山
正
遺

松
村
克
巳

元
東
北
穴
墨
敏
擾
並
蹴
寒
女
子
穴
學
長

文
學
博
士

傘
書
改
謬
唾
員
・
文
學
博
士

元
京
都
九
敏
女
墨
部
（
叢
督
教
墨
）
瀞
師

同
志
融
大
學
女
學
蔀
（
哲
學
）
絞
授

女
學
簿
士

』
界
都
及
學
女
學
部
（
宗
数
學
）
敏
抗

女
墨
檸
ま

豪
都
大
墨
文
學
部
（
蕪
督
数
學
）
数
提

交
學
簿
壷

東
都
穴
學
文
學
蔀
（
古
代
哲
學
更
）
数
畳

交
學
博
士

關
薦
撃
院
大
學
亥
學
蔀
（
哲
學
）
敏
誠

女
學
博
士

繭
西
墨
院
大
學
騨
墨
都
教
畏

元
寒
都
大
學
交
學
部
（
墓
．
督
数
學
）
助
数
授

523

波
多
野
宗
敏
哲
學
の
獄
場

一
瓢



53g

　
　
　
弧
嬢
醗
究
錐
四
輪
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
○

　
前
潜
を
カ
ル
テ
ィ
ゾ
ェ
イ
ト
す
る
。
」
（
旨
響
｝
．
β
．
霧
3
℃
三
3
；
、
ざ
曾
ヨ
回
㌧
叢
。
8
冨
｝
、
る
●
＜
葺
）

と
欝
う
、
翼
イ
ス
が
暫
學
し
た
そ
の
精
紳
を
身
を
も
っ
て
髄
験
呉
現
さ
れ
た
博
士
の
舞
に
ゐ
ま
せ
し
日
の
梯
を
偲
ば
ん
と
す
る
二
者
の
感

傷
竜
ま
た
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
哲
學
研
究
誌
が
こ
の
渡
博
士
の
追
悼
號
を
嚢
刊
せ
ら
れ
る
の
に
際
し
て
、
筆
者
に
竜
執
筆
の
機
會
を

興
え
く
だ
す
っ
た
郷
厚
意
を
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
聾
穴
弊
十
は
鍔
惜
一
昼

前號霞次

期
換
の
論
磁
：
：
：
：
：
・
：
・
：
長
尾
灘
人

欝
纏
剣
　
『
ナ
ェ
の
墓
、
－
－
武
市

　
一
謎
史
的
曜
物
繭
の
巌
瞭
の
擦
鎌
⑳
画
め
に
一

骨
縁
引
馴
學
の
ん
｛
成
と
脆
く
の
購
小
曙
問
な
承
離
朋
）

　
f
近
世
宙
鋤
川
フ
ラ
ン
ス
鵯
鯖
醜
禍
史
齢
一
1

健
人

樋
允
瀦
一

次號糠告

、

ヘ
ブ
ラ
イ
愚
惣
に
於
け
る
騨
と
智
懸
（
完
）
：
麿
「
賓
鐵
太
郎

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
、
受
一
蝋
り
直
し
し
：
：
：
：
大
　
谷
　
　
蓑

　
危
基
軸
學
の
蹴
成
と
そ
の
簾
開
（
完
）
：
：
：
樋
元

〔
毒
嬰
一
書
　
　
・

利
一



予
断
規
定

噂
倉
国
国
一
以
外
の
離
上
士
者
の
御

「
弘
文
堂
」
へ
御
上
・
込
下
さ
い

、
本
敬
瞼
の
御
註
丈
は
す
べ
て

下
さ
い

、
特
に
講
求
漁
自
及
び
雨
蓋
喜

を
お
託
り
下
さ
い

下求
さ諸二

い及
　び
　頼
　牧
　書

　を
　要
　す
　る
　蝿
　合
　は
　郵
　拳
　ノヒ
　劉

毎年
郵　 及

殺：　び
共．療
前　 賃

金　 に

髪摯
三界
り　　は

、
本
魯
へ
入
脅
艮
希
望
の
⊥
ガ
は
轟
爪
縮
窟
左
縄
瑛
聡
掛
評
甲
槻
浦
町
噌
弘

衣
磯
内
袖
郡
山
［
學
騨
一
係
宛
に
彊
完
の
脅
u
響
ハ
を
お
猫
込
下
吋
、
い

「
振
替
臼
座
繭
球
榔
一
九
五
践
↓
ハ
猛
　
一
尿
蒜
哲
［
凹
学
喬
“
」

、
前
金
切
れ
の
場
合
は
鵜
封
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま
す

か
ら
直
ち
に
御
郷
靴
下
さ
い

、
禽
員
の
聴
居
入
退
膏
h
醗
℃
（
編
難
剛
礁
靴
棚
M
以
外
の
一
M
切
）
の
事
務

は
弘
丈
党
内
ゆ
県
郡
齎
　
學
愈
N
係
へ
獅
に
漣
郵
下
さ
い

、
本
種
脚
の
絹
集
に
器
幽
ジ
る
一
泡
信
・
珊
刊
勲
口
・
ψ
班
贈
礫
軸
睡
等
け
∵
ず

べ
て
本
禽
宛
に
お
浜
弓
下
さ
い

が
き
や
な
ゆ
し
し
も

縣
鶴

京
都
哲
・
學
會

i

i優　　定1

六
澱
（
前
金
）
　
輝
百
二
十
翻
㎝
金
観
ナ
八

蜜
遊
（
前
金
）
　
八
胃
閥
＋
闘

金
九
十
六

（
擬
識
諾
驚
獅
ゆ
軽
羅｝劉1國

v

「

移丑

紛i歎1

　　　　　　
~　　　　

七慰
＋1

書債i
　＿」
愛i郵｝

　ミ　　　ミ
鐡i殺｝

昭
和
頴
＋
七
年
｝
訴
＋
琉
矯
印
刷

昭
和
扁
一
十
七
年
三
月
二
十
・
臼
騰
医
行

　
　
編
集
人
　
　

京
　
都
折
口
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
幽
霊
大
身
丈
學
部
内

　
　
　
　
　
　
右
代
談
護

　
　
　
　
　
　
　
三
　
村
　
　
勉

　
　
肇
行
人
　

灘
　
弁
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
裏
阻
郡
千
代
m
融
田
璽
納
羅
田
ノ
購

　
　
印
溜
人
　

伊

藤
久
　
春

　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
布
田
中
露
浦
町
四
〇

　
　
印
溜
所
　

弘
文
堂
印
綱
部

　
　
　
　
　
　
　
　
京
瓠
市
臓
中
出
浦
町
鱈
○

　
獲
行
翫
　
鰍
繊
弘
文
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
京
鶴
学
代
田
融
田
鰻
置
燈
慨
ノ
憾
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